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リチャード・セネット

• チェロ奏者→人間の生き方を歴史的に考える

都市と人間との関係

1. 都市空間における人間の身体感覚を通じて、
都市の歴史を考える。

2. 西洋では人間の身体をどう尊重するかが、一
貫して問題になってきた。

3. 身体の尊重問題が、都市計画・建物に表現さ
れている。



感覚的堕落が都市の建物にある

現象

• 一様性＋触覚的不毛性←日本のマンション

• 建築には身体との積極的関係がなくなってしまった。

観察体験

• 映画の登場によって、「外界は重みを失い、時空間
と因果関係から開放された」（ミュンスターバーグ
1911）

• 表象されたものと生きられた経験との亀裂



視覚による代替経験が身体感覚を麻痺させる

表象

都市・建物

外界 生きられた経験

外界

身体

視覚

受動的かかわり

涌き起こる感覚

受動的かかわり

恐れ

自分が何かを感じるときのそのなまの感覚への恐怖心が現代人にはある



現代人の身体問題

• 身体をどうすることが道徳的で、感覚に忠実といえるのか。

• 現代人が相互の存在意識をまともなものするにはどうすれ
ばよいのか。

– 問題例

郊外のモールの映画館で、戦争映画を見る→

暴力を快適な場所で体験する

高速道路を使って車で別荘に遊びに行く→

肉体は受動的、途中の空間は細切れ。

触覚的現実感覚を弱める＋肉体を鎮める



抵抗からの自由

ホガース 「ビール横町」 1751 ホガース 「ジン横町」

接触
プラスイメージ

非接触
マイナスイメージ



身体とそれがおかれた場の関係：古代ギリ
シア



身体とそれがおかれた場の関係：古代ギリシア

• ペロポネス戦争開始時(431B.C.)

• 男性は裸体→自己自身への自信

• 心理的不安を醸成

→男女関係

→都市空間形成

→アテネ民主主義の実践



身体とそれがおかれた場の関係：古代ローマ

パンテオン
ラテラノ・バシリカ



Vitruvius



身体とそれがおかれた場の関係：古代ローマ

• ハドリアヌス帝（120A.D.）

• 身体幾何（ウィトリウイウス像）への信仰

• 都市計画＋帝国統治

• 視覚の力への隷属

• 身体感覚の麻痺 キリスト教

コンスタンティヌス帝



身体とそれがおかれた場の関係：中世パリ

Ghetto Nuovo 、Venice

Medieval Paris



身体とそれがおかれた場の関係：中世パリ

• キリストの受難

• 都市でのカリタス実践と聖所

• 都市での市場経済 →身体へ攻撃

• ユダヤ人の市場経済参加→身体への脅威



身体とそれがおかれた場の関係：革命期パリ

El Festival de Simonneau
Harvey, De motu cordis



身体とそれがおかれた場の関係：革命期パリ

• ハーヴェイ『心臓の動き』

• 身体内部での循環する

• 人間の自由な移動 VS 共有空間と共有儀式


